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人に皮膚炎をおこす Cercariamieensis -n. sp.の研究

(3) Cercaria mieensis n. sp.の病原性について
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特別掲載

緒 一＝＝＝ = 
1928年 Cortが一定の鳥類及び獣類住血吸虫の cer”

cariaが人の皮膚に穿入して発疹性皮膚炎を起すことを

指摘して以来，住血吸虫皮膚炎に関する研究が世界各地

に於て勃興した

我が国に於ては 1948年田部教授により， 島根県宍道

湖畔に発生する“湖岸病”の病原体として椋鳥住血吸虫

Gigantobilharzia sturniae (Tanabe 1948）の cercaria

が発見されて以来，椋鳥住血吸虫は我が固における水田

皮膚炎の主要なる病原体として，園内各地方における多

くの報告が続出した然るに 1953年以来田部教授，小

田，宇野，田中等の系統的な研究により隠岐諸島に発生

する住血吸虫皮膚炎は，椋島住血吸虫とは異種のカモを

終宿主とする住血吸虫類の cercariaを病原とし，市かも

その主要病原の種属は北米における分布の知られている

Trichobilharzia physellaeであることが近時判明する

に及んで，カモ寄生住血吸虫の我が国に於ける水田皮膚

炎病原体としての意義は俄かに重要性を帯びるに到っ

た．

著者は既報の知く三重県長島地方に於てコガモ Quer-

quedula crecca crecca の腸壁に一種の住血吸虫卵を

見出し， その miracidium をモノアラガイ Lymnaea

japonicaに感染せしめ一新 cercaria を育成し得て，

Cercaria mieensis n. sp.と命名した．従ってコガモを

終宿主とする住血吸虫の cercariaである Cercariamie-

en sisが果して人体に対する皮膚炎起生性を有するや否

やは当然最も興味ある課題となる

本問題に関しては著者等は育成した Cercariamie-

ensisを使用して人体に著明な皮膚炎を起すことを実験

証明し，その成績の一部は田中，千頭（1957）により既に

報告されている．

著者も Cercariamieensisの病原性の有無を解明すべ

く，著者自身の皮膚に感染実験を行い著明な皮膚炎の招

来を証明したので3 ここにその成績を報告する次第であ

る．

実験材料並びに方法

前編に述べた如く三重県長島地方において捕獲したコ

ガモ Querquedulacrecca creccaの腸粘膜より見出し

fこ一新型の住血吸虫卵子の miracidiumをモノアラガイ

Lymnaea jαponicaに感染せしめ，実験室内の恒温水槽句

にて育成して得た Cerca7ゴαmieensisを水を入れたシャ

ーレ内に瀞出せしめ， 趨光性により運動活綾なる成熟

cercariaのみを別陪試験管内に分離し， ピペットにてそ

の cercariaを3～5隻吸引し，予め温湿布にて柔らかく

した42歳の男子（著者）の前牌屈側皮膚面に滴下し，感

染経過を観察した而して実験は一次感染と二次感染と

に区別して行なった．即ち二次感染は，一次感染4週間’

後に同一人の同一部位に一次感染時と同様の方法を用ヤ

τ行い，一次感染，二次感染とも感染後1時間及び24
時間後に該部の皮膚を直径 2.5mmの Trepanにて切；

除し， 16%フォノレマリン及びカノレノア液固定後，型の如、

くパラフィン連続切片とし，へマトキシリンーエオヂン’

染色及び PAS染色を行い検鏡した

実験成績

1. -Cercαria mieensis一次感染実験

症例 42歳男子，左前牌部屈側に Cerca1’iamieensis 

3～5隻を感染せしむ．

(1）臨床所見

水滴と共に前牌部に載せた cercariaは皮膚線交文部よ

り逆立し，頭部より尾部を激しく動かし皮膚に穿入す

る．この際刺痛を感じ更に 10分後には痩痔感が次第に

増してくる.30分後には粟粒大の発赤が著明となる（写

真 1).

更に 45分後になると発赤部は粟粒大の明瞭なる丘疹
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真写説明

l. Cercaria mieensis一次感染， 感染後30分表
皮における粟粒大の発疹．

3. 同一次感染 1時間後(H.E.染色） 10X10, 表皮
には浮謄が見られ cercariaの虫体が明瞭に認め
られる．乳頭層，真皮層では，わずかに毛細管
の充血がある他著変はない．

5. 二次感染1時間後 (H.E.染色） lOX 10, 表皮
層には強い浮腿と水疱形成が見られ虫体は見ら
れない。水疱の部には好中球を主とした浸潤，
乳頭層には単球， リ、./パ球の浸潤が認められ，

真皮層では，膠原線維の膨化と，血管周囲にお
ける単球及びリンパ球の浸潤が著明である

となつてくる而して 24時間後には発赤及び瘤痒感は

漸次軽度となつてくるが，患部は入浴或は就寝等により

該部が温まると再び瘤痒感が増大する 48時間 72時

間と時間の経過とともに発赤及び丘疹は漸次消失して，

96時間以後になると患部に褐色の色素沈着がおこる．

この色素沈着も感染後 15日目頃には殆んど不明瞭とな

り，患部に刺戟を加えると淡赤色の癒痕が認められる程

度になる

(2)皮膚組織の病理組織学的所見

i)感染 1時間後，角化層及び顆粒層の間の透明層に一

致する部に， cercaria体部の断面が明瞭に見られる（写

真 3,4). cercariaは頭部により顆粒層を：圧迫し為に直

下の棘状細胞は扁平化し，その部の両側に位する表皮層

は同様圧排された像を呈す．基底細胞は細胞体に空隙を

生じている cercariaの方向は皮膚面に対し斜又は横位

をとつている侵入部位は毛翼汗腺，皮脂腺等の排泄

管とは無関係で深度も一定でない. cercariaの構造は鮮

明なものもあり，又一部は形態がくづれかけているのも

あるが，眼点のメラニン顆粒が明らかに認められる．真

皮では殆んど変化は認められず細胞の反応も起つていな

Vヽ．

ii)感染24時間後，表皮層では基底細胞層の配列が乱

2. 同二次感染， 惑染後30分表皮における丘疹及
び水胞形成

4. 同， 10X 40, cercaria 虫体は明瞭な輪廓を示
し，眼点が認められその顆粒が睦度に散逸して
vヽる

6. 同， lOX40, 表皮層一部に淡好酸性の小顆粒が
認められ，その部に好中球の浸潤と好酸球が少
数見られる． これは虫体の崩壊，融解像と考え
られる．表皮細胞は周辺に強く圧平されて核は

萎縮している．

れ，真皮層から単核細胞の浸潤が見られ又この部の基底

細胞の核小体は大体 2-3コで非常に明瞭である他の

部では殆んど変化は見られない

真皮層では血管周囲汗腺及び皮脂腺導管部に沿つて，

単核球及びリンパ球を認めるが，好中球は全く認められ

ない PAS染色でもさしたる所見は認められなかつた．

2. Cercariamieensis二次感染実験

症例 42歳男子（一次感染と同一人），前膊屈側に 3-

5隻の Cercariamieensisを感染せしむ．

(1)臨床所見 Cercariamieensisを一次感染より 4

週後に，一次感染と同一人体の同一部位に同様の方法に

て二次感染を行つたところ， 10分後に刺痛感次いで掻痒

感を感じ発赤し始め， 30分頃よりその発赤部は径 10mm

を越える丘疹となる（写真2). この二次感染では一次感

染に於けるより丘疹の出現が速く且つ強度であつた. 2 

時間 24時間後にも尚絶え難き掻痒感を覚え近接した感

染部は，その発赤腫張により互に融合し熱感を伴なつて

くる．

48時間 72時間と時間の経過につれ丘疹も次第に減

少してくるが，一次感染に比し持続時間が長い 1週問

後には患部に色素沈着を遺すに至る．

(2)皮膚組織の病理組織学的所見
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i)感染1時間後表皮層は真皮層との間に間隙を作り

一部では基底細胞の配列が乱れ，核は萎縮し好中球及び

単核細胞の浸潤が見られる（写真5). 棘状細胞の核も同

様に萎縮しこの層まで細胞浸潤が及んでいる．角化層ば

全体に非薄となり細胞浸潤のある表面では，顆粒層乃至

透明層が露出している虫体は見出し得なかつた．真皮

層の血管周囲には細胞浸潤があり，その中に少数の形態

を保つた好酸球が見られた（写真5,6) 

ii)感染24時間後表皮層は 1時間後のものと同様真皮

層との間に類円形に圧迫する間隙を作つており，その一

部にエオジンに微細顆粒状に染まる変性に陥つた核を含

んだ所があり．その周囲の棘状細胞及び基底細胞は強く

圧平され，この部に真皮層血管周囲より浸潤の連りを持

つ好中球が多数浸潤し， ここには好酸球は見られない．

この部以外にも好中球の浸潤は著明に認められた真皮

層では血管及び血管周囲に著明な細胞浸潤があり，この

中に好酸球の浸潤も認められたこの好酸球は殆んど原

形を保つていて分核しているものは少く，大体単核であ

る．少数の好酸球が膠原線維中に見られるが，これらも

何らの変化をもみせていなかった真皮層深部の小血管

周囲には膠原線維の膨化を認めた．

総括並びに考按

Cercaria mieensisの穿入によつておこるところの皮

膚炎は，臨床的には 10分前後に刺痛及び瘤痒感が起り

.、30-50分後には紅斑性丘疹の発現を認める而して一

次感染に比し二次感染では掻痒，丘疹共に出現が速く且

つ強度である 24時間後には一次感染では発疹及び掻

痒感が軽度となるが，二次感染では却つて瘤痒感強度と

なる．而して一次感染，二次感染共 1乃至 2週間後には

褐色の色素沈着を遺すに至る

組織学的には，一次感染の場合は 1時間後に表皮内に

.こercariaの存在を認めたが二次感染の場合では認められ

なかった 24時間後は一次感染に於て表皮基底細胞の

配列が乱れ，単球の浸潤が少数認められ，真皮層に好中

球を全く認めなかつた．二次感染に於ては，表皮及び真

皮乳頭層に浮腫があり，表皮層に好中球及び単核球の浸

潤が著明で，真皮層に於て膠原線維の膨化崩壊があり血

管周囲にも好中球， リンパ球の浸潤が見られた．即ちニ

次感染の場合は炎性病変の程度は顕著で，アレルギー性

皮膚炎の性格を帯びる事が認められた

田中，千頭によつて報告された Cercariamieensisの

実験的皮膚炎は一次感染 2例 (28歳男子及び45歳男子）

及び二次感染1例(28歳男子）でその所見は，「一次感染
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では 10分後に刺痛及び瘤痒感， 30分で粟粒大の発赤，

45分で明瞭な丘疹が発現し， 24時間後にはこれらは軽

快， 48時間以後は色素沈着を残す．組織学的には 1時間

後では角化層直下に cercariaの断面をみたが，他に特

別の変化を認めない 24時間後では表皮層に単球の少

数の浸潤，直皮層では血管周囲に単球及び淋巴球が散在

性に見られる二次感染では， 10分後に刺痛痛痒感が

あり， 50分で丘疹発現更に療痒感は長時間持続す，組織

学的には 24時間後で，表皮層に著明な好中球の浸澗，

真皮層に膠原線維の膨化及び崩壊があり，血管周囲に好

中球，淋巴球の浸潤をみた」と述べており著者の所見と

全く一致する．

Cercaria mieensisにより惹起された上記皮膚炎の所

見は小田 (1953), 宗(1953)等の椋鳥住血吸虫 Gigan-

tobilharzia sturniae (Tanabe 1948)の皮膚炎及び隠岐

島に於ける小田 (1958), 田中 (1959),千頭 (1960)等の

Trichobilharzia属 Cercariaの実験的皮膚炎と臨床症

状及び病理組織学的に類似している．即ち今までに知ら

れている本邦の住血吸虫皮膚炎の症状と一致する．

Cercaria mieensisの終宿主は三重県長島地方に飛来

するコガモ Querquedulacrecca~recca であり，同地方

の水田にもその中間宿主であるモノアラガイ Lymnaea

Japonicaが多数棲息する水田もあることが知られてい

る現在俗称‘‘ソブマケ”又は“エンドウカブレ”と称

される水田皮膚炎が当地方にみられるが，その病原体と

して小田(1956)が椋鳥住血吸虫 Gigantobilharziastur-

niae (Tanabe 1948)の cercariaであると報告されてい

るが，著者が実験的に得た Cercariamieensisもその中

間宿主の分布状態から同地方の皮膚炎の原因として考慮

し得ることは充分の可能性がある事と考えられる．故に

三重県長島地方のみならず本邦のコガモ Qu釘quedula

crecca creccaの渡来する地方に於ては水田皮階炎の病

原問題にこの Cercariamieensisを考慮する要があると

考えられる．

結論

1) Cercaria mieensisは人体皮膚に穿入して刺痛及

び瘤痒感を起し， $0-50分後には紅斑性丘疹を発現せし

む．二次感染では皮膚炎症状の発生は促進され増強され

る．

2) Cercaria mieensisによる皮膚炎は病理組織学的

には，一次感染では， 1時間後に角化層直下に cercaria

の断面をみるのみにて炎性病変は殆んどみられない二

次感染では，表皮層への好中球の浸潤，真皮層における
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膠原線維の膨化崩壊等の炎性病変がみられる．

3) Cercaria mieensisは終宿主， 中間宿主の分布関

係からして三重県長島地方のみならず，三重県その他の

地方に於ける水田皮膚炎の病原体である可能性がある．

稿を終わるに当釘終始御懇篤なる御指導並びに御校

閲を賜わった恩師田部教授に衷心より感謝すると共に，

本研究に多大の御援助をいただいた田中講師に謝意を表

します．
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STUDIES ON  THE DERMATITIS-PRODUCING CERCARIA MIEENSIS 

N. SP. IN MAN Ill. ON  THE PATHOGENICITY 

OF CERCARIA MIEENSIS N. SP. 

HiDEMASA ISHIDA 

(Department of Pathology, Osaka Medical College, Osalw) 

The present work is an extension of the author's studies determing whether Cercara mie--

ensis n. sp. developed from eggs newly-found in the intestine of teal-ducks in Nagashima region, 

Mie Prefecture and proposed by the present author a new species of trematode in the previous report, 

will be a causative・agent of dermatitis in man or not. The author demonstrated experimentally 

that C. mieensis could produce dermatitis on contact with author's forearm skin on which typical 

symptoms suggestive of c~rcaria dermatitis were observed clinically and patho-histologically. It 

appears, therefore, well-established that C. mieensis is a causative agent of dermatisis in man. 
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